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ル
に
基
づ
き
、
そ
の
財
務
内
容
や
信
用

リ
ス
ク
を
考
慮
し
て
、「
正
常
先
・
そ

の
他
要
注
意
先
・
要
管
理
先
・
破
綻
懸

念
先
・
実
質
破
綻
先
・
破
綻
先
」
と
い

う
区
分
に
分
け
ら
れ
る
（
図
表
１
）。

経
営
不
振
先
と
は
、
こ
の
中
で
そ
の
他

要
注
意
先
・
要
管
理
先
・
破
綻
懸
念
先

に
ラ
ン
ク
さ
れ
る
先
と
な
ろ
う
。

　

金
融
機
関
に
よ
っ
て
そ
の
基
準
・
引

当
率
は
違
う
が
、
貸
倒
引
当
率
は
お
お

よ
そ
、
そ
の
他
要
注
意
先
は
５
％
程

度
、
要
管
理
先
は
15
％
程
度
、
破
綻
懸

念
先
は
70
％
程
度
と
い
わ
れ
る
。
つ
ま

り
、
経
営
不
振
先
に
融
資
を
す
る
と
、

金
融
機
関
は
こ
れ
だ
け
の
貸
倒
引
当
金

を
積
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
貸
出
金

利
が
超
低
水
準
に
あ
る
昨
今
、
こ
れ
以

上
の
金
利
確
保
は
困
難
な
た
め
、
引
当

だ
け
の
視
点
で
は
、
要
注
意
先
以
下
の

企
業
に
融
資
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
う
こ
と

は
あ
り
得
な
い
と
い
う
発
想
に
な
る
。

　

そ
も
そ
も
、
一
般
的
に
そ
の
他
要
注

意
先
に
は
あ
る
程
度
の
担
保
・
保
証
が

な
け
れ
ば
融
資
は
難
し
く
、
要
管
理
先

に
は
担
保
・
保
証
で
フ
ル
カ
バ
ー
で
な

い
と
ほ
ぼ
新
規
融
資
は
見
込
め
ず
、
破

綻
懸
念
先
に
は
そ
も
そ
も
新
規
融
資
は

難
し
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
現
実
の
中
で
は
、
引
当
と
融
資

ア
プ
ロ
ー
チ
と
は
ま
っ
た
く
別
物
と
し

て
切
り
離
し
て
考
え
な
け
れ
ば
、
経
営

不
振
先
へ
の
融
資
に
取
り
組
む
こ
と
は

で
き
な
い
。
担
当
者
は
、「
債
務
者
区

分
や
引
当
は
過
去
の
財
務
内
容
に
よ
る

結
果
に
す
ぎ
な
い
」
と
考
え
、
現
在
も

し
く
は
将
来
の
い
わ
ゆ
る
事
業
性
が
評

価
で
き
れ
ば
、
た
と
え
経
営
不
振
先
で

あ
っ
て
も
新
規
融
資
ア
プ
ロ
ー
チ
は
可

能
で
あ
る
と
い
う
発
想
を
持
ち
、
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
。

企
業
の
成
長
可
能
性
や 

業
況
改
善
の
見
込
み
を
確
認

　

以
下
、
新
規
融
資
の
ア
プ
ロ
ー
チ
対

象
と
な
る
経
営
不
振
先
を
挙
げ
る
。

①
企
業
の
技
術
力
、
販
売
力
な
ど
に
、

成
長
可
能
性
が
あ
る
先

　

金
融
庁
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
知
っ
て

ナ
ッ
ト
ク
！　

中
小
企
業
の
資
金
調
達

に
役
立
つ
金
融
検
査
の
知
識
」
に
は
、

「
債
務
者
区
分
決
定
に
際
し
て
は
、
技

術
力
や
販
売
力
の
あ
る
企
業
の
将
来
性

に
期
待
し
、
現
段
階
で
の
決
算
等
の
数

値
の
み
に
捉
わ
れ
な
い
柔
軟
な
評
価
を

行
い
ま
す
」
と
あ
る
。
ま
さ
に
企
業
の

成
長
可
能
性
を
見
た
事
業
性
評
価
で
あ

り
、
た
と
え
経
営
不
振
先
で
あ
っ
て
も

新
規
融
資
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
可
能
だ
と

考
え
ら
れ
る
。
技
術
力
・
販
売
力
に
成

長
可
能
性
が
見
込
ま
れ
る
先
と
は
、
具

体
的
に
次
の
よ
う
な
企
業
だ
。

・
特
許
権
、
実
用
新
案
権
等
の
知
的
財

産
権
を
背
景
と
し
た
新
規
受
注
契
約
の

実
績
や
見
込
み
の
あ
る
先

・
新
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
や
販
売

の
状
況
を
踏
ま
え
た
今
後
の
事
業
計
画

書
等
の
あ
る
先

・
取
扱
い
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
業
界
内

融
機
関
の
融
資
取
引
先
（
債
務

者
）
は
、
金
融
検
査
マ
ニ
ュ
ア

金

特集 経営不振先への融資に
どう取り組むか!?

１
新
規
融
資
の
対
象
と
な
る

経
営
不
振
先
と
は
…

経営不振先の信用リスクと
実態把握のポイント
黒木正人 飛騨信用組合

常務理事

　まずは、経営不振先に対する融資方針の基本
的な考え方と実態把握の手順を解説する。
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で
の
評
判
等
を
示
す
マ
ス
コ
ミ
記
事
等

の
あ
る
先

・
今
後
の
市
場
規
模
や
業
界
内
シ
ェ
ア

の
拡
大
等
が
見
込
め
る
先

・
販
売
先
や
仕
入
先
の
状
況
や
評
価
、

同
業
者
と
の
比
較
に
基
づ
く
販
売
条
件

や
仕
入
条
件
に
優
位
性
の
あ
る
先

・
技
術
力
・
販
売
力
に
関
し
て
中
小
企

業
診
断
士
等
の
評
価
が
あ
る
先

②「
一
時
的
に
」
赤
字
や
債
務
超
過
に

陥
っ
て
い
る
先

　

金
融
庁
の
「
新
規
融
資
や
経
営
改

善
・
事
業
再
生
支
援
等
に
お
け
る
参
考

事
例
集
」
や
「
金
融
検
査
結
果
事
例

集
」
に
は
、
経
営
不
振
先
に
対
す
る
新

規
融
資
の
好
事
例
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
中
の
「
債
務
超
過
先
に
対
す

る
新
規
融
資
も
含
め
た
経
営
改
善
支

援
」
で
は
、
主
力
販
売
先
の
倒
産
に
伴

う
不
良
債
権
の
発
生
な
ど
で
一
時
的
に

赤
字
と
な
り
債
務
超
過
に
陥
っ
た
先
に

対
し
、
販
売
す
る
商
品
の
商
品
性
の
高

さ
を
把
握
し
た
う
え
で
、
自
社
商
品
の

販
路
確
保
と
非
効
率
な
工
場
ラ
イ
ン
の

改
善
に
よ
る
業
績
回
復
は
可
能
と
判
断

し
、
３
０
０
０
万
円
の
新
規
融
資
に
対

応
し
た
と
い
う
事
例
が
あ
る
。
商
品
性

の
高
さ
と
販
路
確
保
、
工
場
ラ
イ
ン
の

改
善
を
評
価
し
た
こ
と
で
経
営
不
振
先

の
融
資
を
可
能
と
し
て
い
る
。

③
条
件
変
更
先

　

条
件
変
更
先
で
あ
っ
て
も
、
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
の
中
で
販
売
力
・
技
術
力
を
高

く
再
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
新

規
融
資
の
ア
プ
ロ
ー
チ
対
象
と
な
る
。

　

例
え
ば
、
景
気
低
迷
に
よ
る
売
上
高

減
少
が
原
因
で
経
営
不
振
と
な
り
条
件

変
更
を
実
施
し
た
先
に
つ
い
て
、
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
を
継
続
す
る
中
で
、
夏
場
の

季
節
資
金
の
申
し
出
が
あ
っ
た
。
そ
の

先
は
業
歴
も
長
く
、
一
定
ボ
リ
ュ
ー
ム

の
顧
客
を
有
し
て
お
り
販
路
が
安
定
し

て
い
た
う
え
に
、
情
報
開
示
等
も
十
分

に
行
わ
れ
て
お
り
、
決
済
の
確
実
性
が

確
認
で
き
た
こ
と
か
ら
、
３
０
０
０
万

円
の
新
規
融
資
に
対
応
し
た
と
い
う
事

例
が
あ
る
。

融
資
に
よ
っ
て
改
善
さ
せ
る 

逆
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
有
効

④
債
務
償
還
能
力
の
向
上
に
資
す
る
と

判
断
で
き
る
場
合

　

新
規
融
資
に
よ
り
新
た
な
収
益
機
会

の
獲
得
や
中
長
期
的
な
経
費
削
減
等
が

見
込
ま
れ
、
そ
れ
が
債
務
者
の
業
況
や

財
務
等
の
改
善
に
つ
な
が
り
、
債
務
償

還
能
力
の
向
上
に
資
す
る
と
判
断
で
き

る
場
合
も
、
新
規
融
資
の
ア
プ
ロ
ー
チ

が
可
能
だ
。

　

例
え
ば
あ
る
塗
装
業
者
は
、
生
産
設

備
の
老
朽
化
に
よ
る
製
品
ロ
ス
の
発
生

や
売
上
の
減
少
に
よ
り
、
連
続
赤
字
決

算
に
な
っ
て
い
た
。
製
造
原
価
の
改
善

や
製
品
ロ
ス
の
解
消
を
図
る
た
め
、
機

械
設
備
更
新
を
提
案
し
た
う
え
で
、
機

械
設
備
資
金
の
新
規
融
資
に
応
じ
る
と

と
も
に
、
月
次
訪
問
に
よ
る
経
営
指
導

を
継
続
し
た
結
果
、
製
品
ロ
ス
が
激
減

し
、
当
期
利
益
が
黒
字
転
換
す
る
な
ど

業
況
が
回
復
し
た
事
例
が
あ
る
。

　

経
営
不
振
先
に
戦
略
的
な
融
資
を
実

行
す
る
こ
と
で
、
将
来
の
経
営
・
財
務

改
善
に
つ
な
げ
る
と
い
う
、
逆
か
ら
の

ア
プ
ロ
ー
チ
も
新
た
な
視
点
で
あ
る
。

⑤
知
的
資
産
経
営
報
告
書
・
事
業
価
値

を
高
め
る
経
営
レ
ポ
ー
ト
の
作
成
が
で

き
る
先

　

知
的
資
産
と
は
、
従
来
の
Ｂ
／
Ｓ
上

に
記
載
さ
れ
て
い
る
資
産
以
外
の
無
形

の
資
産
で
あ
り
、
企
業
に
お
け
る
競
争

力
の
源
泉
で
あ
る
人
材
、
技
術
、
技

能
、
特
許
・
ブ
ラ
ン
ド
な
ど
の
知
的
資

産
と
、
組
織
力
、
経
営
理
念
、
顧
客
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
経
営
資
源
の

総
称
で
あ
る
。
こ
れ
は
事
業
性
の
概
念

に
限
り
な
く
近
い
も
の
で
あ
り
、
企
業

の
強
み
・
弱
み
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

で
経
営
課
題
が
明
確
化
し
、
そ
れ
の
対

処
方
法
が
策
定
で
き
る
こ
と
か
ら
、
こ

う
し
た
レ
ポ
ー
ト
作
成
先
も
新
規
融
資

ア
プ
ロ
ー
チ
先
と
い
え
る
。

　

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
で
は
、
知

的
資
産
経
営
報
告
書
の
作
成
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
お
り
、
作
成
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
配

布
し
て
い
る
。
知
的
資
産
経
営
報
告
書

を
経
営
不
振
先
と
一
緒
に
作
成
す
る
こ

と
で
、
新
規
融
資
ア
プ
ロ
ー
チ
に
結
び

つ
け
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

図表１　債務者区分の概要

債務者区分 一般的な
融資スタンス 当該先への貸出

正常先 積極的
正常債権

その他要注意先 一定の担保・保証
を要する

要管理先
100％の担保・保
証がなければ新規
融資は難しい

不良債権破綻懸念先 新規融資は困難
実質破綻先

新規融資は不可
破綻先


